
地方創生

湖南市きらめき・ときめき・元気創生 総合戦略

湖南市の今後の
予測とめざすべ
き方向は？

基本的方向①　「安定した雇用を創出する」
　強みのある産業を中心に関連業種の集積を
図ったり、立地優位性を生かして物流拠点を創
出するとともに、農産物の６次産業化や地域に
根差した商工業の振興など、産業力を強化しま
す。
　また、若者・女性が働きやすい職場の確保や起
業支援、情報通信技術を利用した在宅ワークな
ど多様な働き方の実現を支援し、働きがいと所
得の向上を図ります。

基本的方向②「新しいひとの流れをつくる」
基本的方向③�「若い世代の結婚・出産・子育ての

希望をかなえる」
　人や地域の支えあう気持ちを育み、特色ある
ふるさとづくりを進めるとともに、移住促進の
ための情報一元化、わかりやすい発信にも取り
組みます。
　また、湖南市の認知度の向上、ブランドの確立
を図り、市民の誇りと愛着の醸成により、移住・
定住の増加につなげます。
　さらに、若者の社会参画を促進するとともに、
結婚、出産、子育ての支援策を切れ目なく実施
し、将来に希望が感じられる地域社会の実現を
図ります。

基本的方向④「時代にあった地域づくり」
基本的方向⑤「安心して暮らせる住環境整備」
　エネルギーや資源の域内循環システムの確立、市民との協働の
まちづくり、公有財産の有効活用、維持管理の効率化などにより持
続可能なまちづくりを進めます。
　また、地域ぐるみの防災体制の強化や見守り・目配りのしくみな
ど安心・安全な地域社会づくりとともに、子どもや高齢者の移動を
支える交通ネットワークを充実させ、安心して暮らせる基盤づく
りを進めます。

　人口減少への歯止め、若々し
いまちの実現には、地域で支え
合う子育て環境、暮らしやすい
居住環境の実現、地域経済の活
性化といった地域の活力を創生
していくことが重要です。この
３つのプランを今後の施策の柱
と位置付け、その課題に向けた
施策を展開します。
　「湖南市きらめき・ときめき・
元気創生総合戦略」の詳細は、市
ホームページに掲載していま
す。

問地域創生推進課〔東庁舎〕
　☎71 ● 2316　 72 ● 2000
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産業力の
強化

結婚から妊娠、出産、子育て
まで切れ目のない支援

地域の自然エネル
ギーを活用した地
域活性化の推進

総合戦略

３つのプラン

多様な雇用・
働き方の実現

1働く場の創出プラン 2ひとへの投資プラン 3まちづくりプラン

（対象期間：平成27年度～31年度）

交通ネットワーク
の充実

合
計
特
殊
出
生
率

　

15
～
49
歳
の
女
性
の
年
齢
別
出
生
率
を
合
計

し
た
数
値
で「
１
人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む
子

ど
も
の
数
」を
推
定
す
る
指
標
。

KONAN 2016.6KONAN 2016.6 23


